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市役所の代表電話番号は　�０４２４－６４－１３１１です 　代表電話番号にかけ、電話交換手に課名と内線番号をお伝えください。

検討結果市民の意見(要約）№

　地域に密着した学び合いの
場とし、より効率的に事業展
開するため、公民館としても
改革に取り組んでいきます。
今後も市民との協働で街づく
りにつながる学習支援をして
いきます。

・「公民館を地域に密着した学び合いの
場」と位置付けるならば公民館の体制、制
度の見直しの際は利用者など市民参加の
形で検討を。
・「地域に密着した学びあいの場」「市民全
体の街づくり」が、合併後の公民館運営の
集権化によって逆行している。行政の都合
が優先されてはならない。

1３

　公民館の管理・運営の民間
委託については今までの市民
サービスを維持しながら民間
の活用をしていきます。

・公民館の事業運営については、直営を望
む。
・「民間委託」に反対する。現在の優れた
公民館事業の展開の維持を望む。せめて、
全委託ではなく限定で。

1４

　社会教育法で規定されてい
るように、学校は学校教育上
支障のない範囲内で地域に開
放された学習の場の側面も持
っています。生涯学習の観点
から学習活動の場として位置
付けるものです。

・学校に地域学習活動センターを作るに
あたっては、「学校はあくまでも子どもの
ための施設である」ので主従が逆にならな
いよう、記述を望む。1５

　スポーツ施設や公民館の使
用料は、本市の「使用料・手
数料等の適正化に関する基本
方針」に基づき、利用者に適
正に負担していただくために
見直しをしていきます。図書
館については、図書館法の規
定により使用料は無料となっ
ています。

・「〔7〕学習・文化・スポーツ活動を支え
る基盤の整備｣の前文に「受益者負担…」
と言う記述があるが、負担できない弱者の
切り捨てに反対する。

1６

   さまざまな形での市民参加
が求められています。また、
市民参加条例に則り、市民の
意見を反映させていきます。
　

・「6　知恵を出し、汗を流し、一定の負
担をもする真の市民参加」の記述について
削除を希望する。今までの市民参加は“真”
の市民参加ではなかったのか。
・租税を負担することで「一定の負担」を
している市民に対し、行政は「真の市民参
加」として、さらに市民に対する負担をあ
てにし、行政の責任を肩代わりさせるもの
であってはならない。「市民参加」を求め
る以上、行政は政策決定のプロセスに市民
の参加を広く募るべき。

1７

検討結果市民の意見(要約）№

　本市の教育目標に基づいて
表現しています。

・「社会の一員として社会に貢献しよう
とする」　「(2）社会の一員として社会に貢
献し…」の文中、「貢献」は「参加・参画」
に訂正するべき。市民参加条例との整合性
も図れる。

１

　学校・家庭・地域が連携し、
行政と一体となって教育行政
を進めていくことが大切だと
考えています。

・「全てを行政が行うのではなく…」とい
う提起を行う前に、まず教育行政の責任の
範囲を示すことが大前提。2

　西東京市教育委員会の基本
方針に基づいています。

・「日本人としての誇りを持って」の「日
本人としての」を削除。市民は必ずしも日
本人ではないので表現を配慮。

3

　｢心もたくましい健康な生
活｣は重要なことと考えてい
ます。また、副読本の内容は
学習指導要領をもとに作成し
ています。

・「心もたくましく健康的な生活」は望ま
しいことではあるが、心や体に障害を持つ
子も存在することに配慮した表現にすべ
き。「健康こそが望ましい」と言う一元的
価値観を前面に出しすぎることに懸念。　
・「健康教育副読本の作成」は市民のニー
ズに添った物の作成を望む。

4

　子どもや保護者、地域が望
む学校を作り上げていくため
に、学校経営者としてのリー
ダーシップを発揮できるよう
に、教育委員会として指導・
助言していきます。

・「校長がリーダーシップを発揮し…」と
あるが、教育委員会は校長の支援だけを行
うように受取れる表現のため訂正すべき。
他の教職員の存在が見えない。5

　具体的な内容については、
今後検討していきます。

・「（8）学期制、休業日の検討」や「（9）
小・中一貫教育の検討」に「市民および保
護者に対する説明会を開く」旨の明記を望
む。
・「小中一貫教育」の導入には市民・保護
者の意見を反映させるプロセスを。

6

　パソコンを媒体として、さ
まざまな情報を得ることも一
つの手法と考えます。また、
その他の課題については、総
合的に検討していきます。

・「〔4〕不登校児童・生徒への支援」の項
目で「ＩＴ活用による指導」の記述を「Ｉ
Ｔ導入については、当事者や関係者の意見
を聞きながら検討する」と訂正を望む。
・ＩＴ機器導入よりも地域での話を聞い
てくれる場を望む。「引きこもり傾向にあ
る児童生徒にパソコンの貸し出し」の教育
効果に対して疑問。

7

　西東京市障害児教育検討懇
談会等の意見を踏まえ検討し
ます。

・市内に身体障害学級の新設や通常学級
へ通学する障害児、肢体不自由児のための
公的な介助員制度の検討を望む。市外の養
護学校に通級するこどもの教育ケアの責
任は住所のある自治体で負うべき。

8

　法令に基づき、教育委員会
として適切な指導・助言を行
っていきます。

・学校長の自主的判断を尊重し、教育委員
会の過剰な助言のないことを望む。9

　公費で負担すべきものと私
費で負担すべきものを見直
し、私費・公費の適正化を図
っていきます。

・義務教育においては「公費、私費負担の
見直し」には慎重を期すべきなので、「見
なおす際には、市民参加で検討します。」
とすべき。　
・歯止めない私費負担の拡大につながる
恐れがあり、反対。義務教育は本来無償、
公費負担は原則。

10

　社会教育主事をはじめとし
て、公民館主事・図書館司書
等の専門職員をすでに配置・
育成しています。

・社会教育は学校教育と並立するものな
ので、専門職の配置が必要。また、その専
門職員の育成も必要。11

　学校施設開放運営協議会で
実施している遊び場開放事業
や地域生涯学習事業を推進す
るとともに、一部児童館の夜
間使用の拡充等を試行し、青
少年の居場所づくりを進めて
います。

・「青少年の居場所づくり」を実施する際
には青少年も共に取り組む（参画する）こ
とを提案する。
・要望の非常に強い項目であり、早急な具
体化を望む。

12
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建
物
の
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
等
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
抱
え
る
問
題
に
対
し
、
適
切
な
指
導
・
助

言
や
、対
処
方
法
等
の
相
談
を
行
い
ま
す
。
こ
の
相
談

事
業
に
よ
っ
て
、
災
害
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

▽
と
き
・
と
こ
ろ　

原
則
と
し
て
奇
数
月
の
第
２
土
曜
日（
９
月
は　

日
）

１１

…
田
無
庁
舎
２
階
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
偶
数
月
の
第
３
土
曜
日
（　

月
は　

１０

１６

日
）
…
保
谷
庁
舎
１
階
市
民
ホ
ー
ル　

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

▽
対
象
住
宅　

①
市
内
に
あ
る
一
戸
建
住
宅
、
二
世
帯
住
宅
、
店
舗
兼
用

住
宅
で
階
数
が
地
上
二
階
建
以
下
の
木
造
軸
組
在
来
工
法
に
よ
る
住
宅

　

②
自
ら
所
有
し
、
か
つ
、
居
住
し
て
い
る
住
宅　

③
新
耐
震
設
計
基
準

（
昭
和　

年
６
月
１
日
施
行
）
以
前
に
建
築
し
た
住
宅
（
昭
和　

年
６
月

５６

５６

１
日
以
降
に
増
築
ま
た
は
改
築
し
て
い
な
い
も
の
）

▽
相
談
事
項　

①
簡
易
耐
震
診
断
の
方
法
と
解
説　

②
家
の
内
外
の
安

全
対
策　

③
家
具
の
転
倒
や
落
下
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト

▽
相
談
員　

西
東
京
・
住
み
よ
い
町
を
つ
く
る
会
の
相
談
員

▽
申
込　

相
談
日
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
都
市
計
画
課
へ

◆
都
市
計
画
課
（
○保
 
�
内
線　

）
２４２１

わが家の健康診断をしませんか

　

市
で
は
防
災
週
間
や
救
急
医
療
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
消
防
署
、
多
摩
六

都
科
学
館
と
共
に
防
災
用
品
等
の
展
示
と
体
験
訓
練
を
行
い
ま
す
。

◎
防
災
用
品
等
の
展
示　

震
災
記
録
写
真
や
家
具
転
倒
防
止
器
具
、簡
易

救
助
工
具
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

▽
と
き　

９
月　

日
（
金
）
〜　

日

１０

１２

（
日
）
午
前
９
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

▽
と
こ
ろ　

多
摩
六
都
科
学
館
内

地
下
１
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
前

※
見
学
に
は
入
館
料
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

◎
体
験
訓
練

▽
内
容
・
と
き　

○
起
震
車
体
験　

　

日
（
金
）
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

１１

○
は
し
ご
車
搭
乗
体
験
・
煙
ハ
ウ
ス

体
験　
　

日
（
土
）・　

日
（
日
）

１１

１２

午
後
１
時　

分
〜
午
後
３
時　

３０

○
応
急
救
護
体
験　
　

日
（
金
）
〜　

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
５
時

１０

１２

１０

▽
と
こ
ろ　

多
摩
六
都
科
学
館
駐
車
場
等

※
応
急
救
護
体
験
は
、
入
館
料
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
時
間
中
に

車
両
や
機
材
の
点
検
の
た
め
適
時
休
憩
が
入
り
ま
す
。
ま
た
、荒
天
お
よ

び
災
害
発
生
時
に
は
、
一
部
が
中
止
に
な
り
ま
す
。

◆
西
東
京
消
防
署
西
原
出
張
所
（�
　

・
０
１
１
９
）、
多
摩
六
都
科
学

６３

館
（�
　

・
６
１
０
０
）、
防
災
課
（
○保
 

内
線�
　

）

６９

２２３３

防災用品などの展示を見て、
体験訓練に参加しませんか

昨
年
の
防
災
用
品
等
の
展
示

　

平
成　

年
１６

４
月
１
日
か

ら　

日
ま
で

３０
実
施
し
た

「
西
東
京
市

教
育
計
画

（
教
育
プ
ラ
ン　

）（
案
）・
中
間

２１

報
告
」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）
に

は
、　

人
の
方
か
ら　

件
の
意
見

２５

１１９

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
意
見
（
要
約
）
と
検
討
結

果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、「
西
東
京
市
教
育
計
画
」

の
最
終
決
定
は
、　

月
ご
ろ
の
予

１０

定
で
す
。

※
検
討
結
果
の
内
容
は
、
両
庁
舎

１
階
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

◆
教
育
庶
務
課
（
�保
 
�
内
線　

）
２６１３
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